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２０１９年１０月２１日 

日本生命保険相互会社 

 

「ＵＣＤＡアワード２０１９（生命保険分野）」の受賞について 

 

 日本生命保険相互会社（社長：清水博、以下「当社」）は、一般社団法人ユニバーサルコミュニ

ケーションデザイン協会が主催するＵＣＤＡアワード２０１９の「生命保険分野：窓口販売用 

商品のパンフレット」カテゴリーにおいて、最優秀賞にあたる「ＵＣＤＡアワード２０１９」を

受賞しました。 

 

 第１０回となるＵＣＤＡアワード２０１９は、『「情報品質」への挑戦。』をテーマに開催され、

今回の受賞は、当社「ロングドリームＧＯＬＤ３（ニッセイ指定通貨建積立利率変動型一時払  

終身保険）」の「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報）兼商品パンフレット」のわかり

やすさが高く評価されたものです。 

 

 

 

 

 

 ＵＣＤＡアワードの受賞は今回で通算４回目となり、これまでの受賞企業（団体）・行政の中

で最多となります。 

 

 今後もお客様のニーズにきめ細やかにお応えできる魅力的な商品・サービスの提供とあわせて、

お客様にとってよりわかりやすい内容をお伝えできるよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受賞の主なポイント＞ 

◯パンフレットのページ構成がわかりやすく、情報を探しやすいこと 

◯外貨建保険のリスク情報に関する注意喚起がわかりやすいこと 

◯見開きページに情報が整理されており、一覧性が高いこと 

■ＵＣＤＡアワードについて 

 企業（団体）・行政が生活者に発信するさまざまな情報媒体を、産業・学術・ 

生活者の集合知により開発した基準を使用して「第三者」が客観的に評価し、 

優れたコミュニケーションデザインを表彰するものです。 

 

■一般社団法人ユニバーサルコミュニケーションデザイン協会について 

 ２００７年任意団体として設立（２００９年１１月に一般社団法人化）。視覚情報伝達の領域に、人間中心

設計の考え方を導入。生活者の生命・財産に関わる金融コミュニケーション分野を中心に、第三者機関とし

て「わかりやすさ」の認証制度を行っています。産業・学術・生活者の第三者による研究および評価・改善

活動で情報の伝達効率を向上させ、発信者である企業・団体と、受信者である生活者、双方の利益に資する

ことを目指しています。 
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【ロングドリームＧＯＬＤ３ 契約締結前交付書面兼商品パンフレットの主な特長】 

◯商品の全体像を１、２ページ目に配置し、詳細説明を行うページにスムーズに誘導する構成 

  

 

◯外貨建保険のリスク情報に関する注意喚起を、一貫して右上に記載 
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◯１つの項目について見開きページに情報を整理 

 

【これまでの当社のＵＣＤＡアワード受賞歴】 

２０１３年：情報のわかりやすさ賞（生命保険：告知書部門） 

２０１４年：ＵＣＤＡアワード２０１４（生命保険：医療保険分野） 

２０１５年：ＵＣＤＡアワード２０１５（生命保険分野） 

２０１６年：情報のわかりやすさ賞（生命保険分野：注意喚起情報部門） 

２０１８年：ＵＣＤＡアワード２０１８ 

（生命保険分野：対面販売における契約申し込み手続き電子画面） 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９－１１７５Ｇ，広報部 


